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海津市（以下「市」という。）は、海津市市民プール（以下「本プール」という。）の設置目的

を効果的かつ効率的に達成するため、地方自治法及び海津市体育施設条例（以下「体育施

設条例」という。）に基づき、以下のとおり本プールの管理運営に関する業務を行う指定管理

者を募集します。 

 

第 1 施設の概要 

 

１ 施設の名称 

    海津市市民プール 

  

２ 施設の所在地 

    海津市海津町萱野２０４番地１ 

  

３ 設置年月日 

    平成２年７月９日 

  

４ 設置目的 

    本プールは、市民の健康増進及び体力の維持・向上を図るとともに、生涯にわたりスポ

ーツに親しむ機会を提供し、地域における交流を促進することを目的として設置したもので

す。 

 

５ 施設の概要 

 構  造 鉄筋コンクリート造（屋根鉄骨折板葺） ３階建 

敷地面積 １７，８３８．１１㎡ 

建築面積 １，５９７．０１㎡ 

延床面積 ３，１６０．４３㎡ 

施   設 

屋内１階 

  ・事務室１、救護室１、指導員控室１、研修室１ 

  ・体操室１、トレーニング室１、ロッカー室２  

・シャワー室２、更衣コーナー２、自販機コーナー 

屋内２階 

  ・２５ｍプール８コース 水深１～１．２ｍ 

  ・子ども用プール（２．５ｍ半円・２．０ｍ半円）水深０．６ｍ 
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  ・幼児用プール（４ｍ×６ｍ）水深０．４ｍ 

  ※南面 アルミシェルター（Ｌ２１ｍ×Ｈ６ｍ×Ｄ５．８ｍ） 

          ＦＲＰ製床暖房 

  ・指導員室１、採暖室１ 

屋内３階 

 ・見学室１ 

屋外 

  ・ウォータースライダー（Ｌ５０ｍ×Ｈ５．４ｍ） 

  ・子ども用プール    （Ｒ４ｍ×Ｈ０．７ｍ） 

  ・幼児用プール     （Ｒ４ｍ×Ｈ０．４ｍ） 

付帯施設 
  駐車場  ９０台（隣接する木曽三川輪中ミュージアムと共用） 

 駐輪場 １００台 

 

６ 利用時間及び休館日 

     

開館時間 

・海津市立小中学校管理規則第４条第２項第３号に規定する夏季休業日の 

期間中 

午前１０時から午後９時まで 

 

 

・４月１日～小中学校夏季休業日前日まで 

・９月１日～翌年３月３１日まで 

午後１時から午後９時まで 

※最終入場時間は午後８時３０分 

※屋外プールの開設期間は海津市立小中学校管理規則第４条第２項第３

号に規定する夏季休業日の期間中で午前１０時から午後６時までとする。 

休 館 日 

・月曜日（月曜日が祝日法による休日と重なった場合は、その翌日以後最

初に到来する祝日法による休日でない日）。 

ただし、海津市立小中学校管理規則第４条第２項第３号に規定する夏季

休業日の期間中を除く。 

 

※祝日法による休日とは、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

８号）に規定する休日 

 

 

・１２月２９日から翌年１月３日まで 
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７ 利用料金   

  指定管理者は、海津市体育施設条例第16条（平成17年海津市条例第87号。以下

「条例」という。）の規定により、次の利用料金を自らの収入として収受することができま

す。  利用料金は、条例の定める額の範囲内で、指定管理者があらかじめ市の承認を得

て決定します。   

区 分 入場料（円） 備      考 

一般 

1人1回 

市内 310 １ 学校教育法(昭和 22年法律第 26号)

第 4章に規定する小学校に就学前の者に

ついては、無料とする。ただし、保護者(18

歳以上でその責任を負うことができる者を

いう。)同伴の者に限る。 

２ 市内の年齢 65歳以上の者で、高齢者で

ある旨の身分証明書を携帯するものは、

小・中学生と同額とする。 

３ この表において「市内」とは、市内に住所

を有する者及び市内に在学する者をいう。 

４ コース貸切については、利用人数分の入

場料を別途支払うものとする。 

市外 410 

一般 

回数券11枚綴 

市内 3,100 

市外 4,100 

高校生 

1人1回 

市内 200 

市外 310 

高校生 

回数券11枚綴 

市内 2,000 

市外 3,100 

小・中学生 

1人1回 

市内 100 

市外 200 

小・中学生 

回数券11枚綴 

市内 1,000 

市外 2,000 

コース貸切 

1,010 

(1コース2

時間まで) 

８ 利用料減免   

  指定管理者は、条例第16条第3項の規定により、あらかじめ市長の承認を得て定め

た基準により行うことができます。ただし、海津市体育施設条例施行規則第10条第3項

第2号のエに定める利用者については、利用料金の全部を減免する取扱いをしていただ

きます。なお、利用料金の当該減免による減収分について、別途補てん等の措置は行いま

せん。 

 

第２ 募集の内容 

 

１ 指定管理者に求める基本的な役割 

本市は、今回の指定管理者の募集に当たり、本プールを従来の水泳・運動施設として適 

切に維持するだけでなく、プールを核とした「地域の健康・交流拠点」へと発展させ、新たな  

市民プールのあり方を実現していくことを目指しています。 

指定管理者には、本プールの設置目的を十分に理解した上で、安全かつ適正な管理運 

営を行うとともに、従来の水泳や運動を行う施設としての機能を維持しながら、本プールが 

担う機能や役割をさらに発展させ、市民との多様な関わりを生み出す「地域の健康・交流

拠点」としての新たな価値を生み出していくことを求めます。 
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特に、子どもから高齢者まで幅広い世代が気軽に利用できる本プールの特性を生かし、

市民の健康づくり、子どもの運動機会の確保及び居場所づくり、高齢者の介護予防、多世

代交流等につながる取組を、相互に関連付けながら継続的に企画・実施するものとします。 

また、指定管理者には、市の関係機関、学校、社会福祉協議会、地域団体、民間事業者

等との継続的な連携体制を構築し、本プールを地域に開かれた施設として発展させ、地域

全体で市民の健康づくりや交流を支える拠点としていくことを期待します。 

 

 

２   指定管理者が行う業務内容 

   （１）指定管理者は、次に掲げる業務を実施するものとします。 

ア  本プールの施設及び設備の維持管理並びに運営に関すること。 

イ  本プールの利用者への便宜の供与に関すること。 

ウ  本プールの利用促進及び利用者サービスの向上に関すること。 

エ  水泳教室その他のスポーツに親しむ機会を提供する事業に関すること。 

オ  その他仕様書に定める業務。 

    

（２）  健康づくり・交流拠点としての新たな取組 

         指定管理者は、既存事業を実施することに加え、本プールの使われ方や市民との

関わり方そのものを発展させる視点を持ち、次の４つのテーマに沿った事業を実施し

てください。 

 

ア  市民の健康増進 

    日常的な健康づくりや運動の機会を提供し、健康の維持・増進及び運動習慣の 

形成につながる事業。 

 

イ  子どもの運動機会の確保・居場所づくり 

    子どもが安全・安心に運動やスポーツに親しむ機会を確保するとともに、安心して 

過ごせる居場所として活用できる事業。 

 

ウ  高齢者の介護予防 

   高齢者が無理なく継続して運動や健康づくりに取り組める機会を提供し、介護予 

防及び健康寿命の延伸につながる事業。 

 

エ  市民の居場所づくり、多世代交流 

子どもから高齢者まで幅広い世代が気軽に集い、交流できる場として活用し、多 

世代のつながりを生み出す事象。 

 

（３） 関係機関との連携 
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前項に掲げる事業の実施に当たっては、市の関係機関（高齢介護課、まちづくり協 

働センター等）をはじめ、社会福祉協議会、学校、地域団体、民間事業者等との連携

を積極的に図るものとします。 

 

（４） 自主事業の提案について 

指定管理者は、本プールの設置目的に合致し、かつ、指定管理業務の実施を妨げ 

ない範囲において、自主事業を市に提案することができます。 

自主事業を実施する場合は、あらかじめ市と協議し、その承認を得るものとします。 

また、自主事業に係る経理については、指定管理業務に係る経理と区分して整理す 

るものとします。 

      なお、上記（１）から（４）に揚げる各取組の具体的な内容、実施方法等については、 

別添「海津市市民プール管理運営業務仕様書」（以下「仕様書」という。）に定める 

ものとします。 

３  指定管理者が行う管理の基準 

       指定管理者は、次に掲げる管理の基準に基づいて本プールを管理してください。 

なお当該管理の詳細については、別添仕様書に定めるとおりであり、その細目につ 

いては、市と指定管理者との間において別途締結する協定で定めるものとします。 

   

（１）  利用時間及び休館日 

          現状の利用時間及び休館日については、次のとおりです。 

なお、自主事業その他の新たな取組の提案に伴い、利用者の利便性向上や地域 

ニーズへの対応のため利用時間及び休館日の変更を行う場合は、市との協議によ 

り変更を可能とします。 

ただし、変更に伴い発生する費用は指定管理者負担とします。 

        ア 利用時間、休館日 

         （ア） 本プール内の利用時間、休館日は、第１の「６ 利用時間及び休館日」のと 

おりとします。 

   

  （２） 利用の禁止又は制限 

         指定管理者は、体育施設条例第５条の規定により、本プールの損壊その他理由に 

よりその利用が危険であると認められるとき、又は本プールに関する工事若しくは施 

設の保守管理のためやむを得ないと認められるときは、区域を定めて、本プールの利 

用を禁止し、又は制限することができます。 

  

 （３） 利用料金 

         指定管理者は、体育施設条例第１６条の規定により、施設の利用に係る料金（以下

「利用料金」という。）を自らの収入として収受することができます。 

       利用料金は、体育施設条例に定める範囲内で、指定管理者があらかじめ市の承認 
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を得て決定します。なお、当該利用料金の額及び納付方法の詳細については、指定

管理者に利用料金規程を定めていただくものとします。 

 

４  市と指定管理者とのリスク分担 

市と指定管理者とのリスク分担は、次の表のとおりとし、詳細については、両者の間に 

おいて、別途締結する協定又は両者の協議で定めるものとします。 

また、指定管理者は、損害賠償責任保険その他必要な保険に加入しなければなりま

せん。 

区   分 

リスク負担者 

市 
指定管

理者 

プールの維持管理  〇 

施設の修繕 
１箇所当たり３０万円以上（※1） 〇  

１箇所当たり３０万円未満（※1）  〇 

利用者及び周辺住民からの苦情、要望に対する対応  〇 

物価の変動 

年度協定締結時において予想することのでき

ない経済情勢その他の情勢の変化による著し

い物価の変動によるもの 

〇  

上記以外のもの  〇 

金利の変動  〇 

法令の変更 
施設の管理運営に影響を及ぼす法令の変更 〇  

指定管理者に影響を及ぼす法令の変更  〇 

支払の遅延 

市からの経費の支払遅延（指定管理者の責めに帰すべきものを除

く。）に起因するもの 
〇  

上記以外のもの  〇 

政治・行政上の理由による事業変更等に伴う増加経費の負担 〇  

災害による施設の損

傷等 

指定管理者の責めに帰すべきもの  〇 

上記以外のもの 〇  

災害等による施設の休館 〇  

利用者等への損害

賠償 

指定管理者の責めに帰すべきもの  〇 

上記以外のもの 〇  

  

 （※１） 指定管理者は、リスク分担にかかわらず、自らの申し出により、自己の費用と責任  

において、市の承認を得たうえで、プールの機能を向上させ、又は公共性の観点から 

必要と認められる各種工事を実施することができます。 
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５  指定期間 

        指定期間は、令和９年４月１日から令和１４年３月３１日までの５年間とします。 

 

６  指定管理者が行う業務に要する経費等 

        指定管理者が管理の業務を行うにあたって必要となる経費は、市が指定管理者に 

対して支払う指定管理料、指定管理者が施設の利用者から収受する利用料金その他 

管理業務関連収入によって賄うものとします。 

 

（１）  指定期間中の指定管理料の上限額 

             指定管理料の額は、施設の維持管理費及び運営費、企画事業費その他の管 

理業務関連支出の見込み額合計から、利用料金、事業収入その他の管理業務 

関連収入の見込み額合計を差し引いて算出するものですが、市は、指定期間中 

の各年度に支払う指定管理料の上限額として、次に掲げる額を予定していま 

す。 

ア 指定期間中の各年度における指定管理料の上限額 

(ア) ３７，０００千円（消費税及び地方消費税を含みます） 

             なお、指定期間中のいずれかの年度の指定管理料について、当該上限 

額を超える額を提案した申請団体は、選外とします。 

 

（２）  指定管理料の支払方法 

             市と指定管理者との間において、別途年度ごとに締結する協定に基づき、市 

は指定管理者に対して指定管理料を支払います。その額が本業務の実施に要 

する費用に達しない場合においても、市は、原則として、指定管理料の追加の支 

払は行いません。 

    

（３）  前受金の引継ぎ 

             指定期間終了後の施設の利用に係る利用料金をあらかじめ前受金として収 

受している場合には、指定期間終了の際、当該前受金を市に引き継いでいただ 

きます。 

ただし、市が認めた場合には、次期指定管理者に対して引き継ぐことができる 

ものとします。 

 

７ 留意事項 

（１） ホームページなどの開設や更新の準備について 

         令和９年４月１日の指定管理業務開始までに、本プールのホームページやSNS

等の開設や更新を行い円滑な業務開始に努めるものとします。 
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第３  募集から決定までのスケジュール 

指定管理者の募集から決定までのスケジュールは、次のとおりです。 

 

 内容 日程 

応

募 

指定管理者募集要項の配布 
令和 8年  9 月 30日（水）～ 

令和 8年 10月３０日（金） 

募集内容に関する質問の受付 
令和 8年  9 月 30日（水）～ 

令和 8年 10月 16日（金） 

現地説明会の実施 令和 8年 10月 13日（火） 

応募の受付 
令和 8年 10月 13日（火）～ 

令和 8年 10月３０日（金） 

面接審査（プレゼンテーション）の実施 令和 8年 11月 5日（木） 

指

定

手

続

等 

指定管理者選定の結果通知 令和 8年 11月中旬 

指定管理者の指定（市議会による議決） 令和 8年 12月下旬 

基本協定書の締結 令和 9年 3月 

前任者からの引継ぎ 令和 9年 1月～3月 

年度協定書の締結 毎年度 4月 1日 

指定管理者による管理運営の開始 令和 9年 4月 1日 

 

第４ 申請に係る事項 

 

  １ 申請資格 

   （１） 応募の制限 

        次の項目のいずれかに該当する方は、応募することができません。 

      ア  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続き開始の申立て、民事

再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続き開始の申立て、破産法（平

成１６年法律第７５号）に基づく破産の申立てを受けている者     

イ  当該法人の設立根拠法に規定する解散又は清算の手続きに入っている者     

ウ  地方自治法施行令第１６７条の４に該当する法人 

      エ  応募の日から、指定管理者の決定通知日までの間に、海津市において指名停止 

を受け、当該指名停止期間を経過していない法人 

      オ  最近の２年間において、法人税、本店所在地の法人市町村税、固定資産税、消費 

税及び地方消費税の滞納のある法人（徴収猶予を受けているときは滞納していな 

いものとみなします。） 

      カ  暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成４年法律第７７号）に規定 

する暴力団員である事業者又は法人でその役員に暴力団に該当する者のいる事 

業者 

      キ  選定委員会委員が経営又は運営に直接関与している者 
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  （２）  応募者の資格 

      ア  応募者は法人（以下「応募法人」といいます。）又は法人の共同体（以下「共同 

体」といいます。）に限ります。 

      イ  共同体で応募する場合は、代表法人（他の法人は構成法人とする。）を定めるも

のとします。 

      ウ  代表法人は本プールの施設管理について、当該業務を遂行する責務を負うもの

とします。 

 

 ２  申請手続 

  （１） 募集要項の配布 

      ア 配布期間 

令和８年９月30日（水）から令和８年１０月３０日（金）までの毎日（日曜日、土曜 

日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号第３条に規定する休日（以 

下「市の休日」といいます。）を除きます。）午前９時から午後４時３０分まで 

      イ 配布場所 

        海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

        海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

      ウ その他の入手方法 

        海津市ホームページからもダウンロードできます。 

   （２） 質問の受付 

      ア 受付期間 

        令和８年９月30日（水）午前９時から令和８年１０月１６日（金）午後４時３０分まで 

（必着） 

      イ 受付場所 

        海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

        海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

      ウ 提出方法 

        別記様式Ａによる指定管理者募集に関する質問票に記入の上、電子メール 

（bunkasupotsu@city.kaizu.lg.jp）若しくは、ファクシミリ（0584-53-1569）又   

は持参により提出してください。 

      エ 質問内容及び回答の公表 

         質問に対する回答は、競争上の地位、その他正当な利益を害する恐れのあるもの

を除き、随時海津市ホームページで公表します。 

   （３）  現地説明会 

      ア 開催日時 

         令和８年１０月１３日（火） 午後１時３０分から 

      イ 開催場所 
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         海津市市民プール 

      ウ 申込先 

         海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

         海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

      エ 申込方法 

         別記様式Ｂによる指定管理者募集に関する現地説明会参加申込書に記入の上、 

電子メール（bunkasupotsu@city.kaizu.lg.jp）若しくはファクシミリ（0584-

53- 1569）又は持参により提出してください。 

      オ 申込期限 

         令和８年１０月７日（水）午後４時３０分まで 

      カ 申請を予定する場合には、必ず現地説明会に参加してください。募集要項等は事 

前に用意し、当日お持ちください。参加人数は申請１団体につき２名までとします。 

  

（４） 申請書類の受付 

      ア 受付期間 

          令和８年１０月１３日（火）から令和８年１０月３０日（金）までの毎日（市の休日を

除きます。）午前９時から午後４時３０分まで 

       イ 提出書類 

          次の書類（（シ）の書類は、共同体で申請する場合に限ります。）を提出してくださ

い。 

          なお、共同体で申請する場合に当たっては、（オ）から（ス）までの書類は、その構

成員に係るものを提出してください。 

          書類一式は、あらかじめ作成されているパンフレット等を除き、極力、製本あるい

はホチキス留め等せず、１部ずつファイル等に綴じてください。 

         (ア)  海津市公の施設指定管理者指定申請書（様式第１号） 

         (イ)  事業計画書（様式第２号） 

         (ウ)  収支計画書（様式第３号及び別記様式Ｃ） 

              ※指定期間の年度ごとに作成してください。 

         (エ)  自主事業及び業務基準以上に実施する業務の実施計画書（別記様式Ｄ） 

              ※「地域の健康・交流拠点」の実現に向けた基本的な取組、自主事業及び

業務基準以上に実施する業務について、具体的な提案を記載してください。  

(オ)  申請団体概要書（別記様式Ｅ） 

         (カ)  定款、寄附行為その他これらに類するもの 

         (キ)  申請日前３か月以内に交付された法人の登記事項証明書（法人以外の団 

体にあっては、代表者の住民票の写し若しくは住民票記載事項証明書）又は 

その写し 

         (ク)  現事業年度の収支予算書、直近事業年度の事業報告書及び直近５事業年

度分の貸借対照表、損益計算書その他の財務諸表（当該財務諸表が無い事
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業年度分を除きます。）（グループ企業で連結決算を行っている場合には、加

えて連結決算書） 

         (ケ)  申請年度の直前の事業年度の団体の納税証明書（市町村税、県民税、法 

人税、消費税及び地方消費税について未納税額がないことの証明） 

         (コ)  暴力団排除措置対象法人等でないことの誓約書（別記様式Ｆ） 

         (サ)  株主（出資者）調書（別記様式Ｇ） 

         (シ)  共同体構成員届出書（別記様式Ｈ） 

         (ス)  誓約書（別記様式Ｉ又は別記様式Ｉの２（共同体用）） 

     

ウ 提出先 

          海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

          海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

エ 提出方法 

          必ず持参により提出してください。 

オ 提出部数 

          正本１部、副本１２部（計１３部） 

       カ その他留意事項 

         (ア)  申請書類（官公署が交付する証明書を除きます。）の大きさは、日本工業規

格Ａ４判とし、ページ数を中央下部に表記してください。 

         (イ)  申請書類の作成に当たっては、日本語、日本国の通貨単位及びメートル法

を使用してください。 

         (ウ)  申請に際して必要となる費用は、全て申請団体の負担とします。 

         (エ)  提出された申請書類は、返却しません。 

         (オ)  提出された申請書類の著作権は、その著作者に帰属するものですが、市が

必要と認める場合には、その全部又は一部を無償で使用します。 

 

 ３  申請の取下げ 

    申請書類の提出後に申請書を取り下げる場合には、事前に電話連絡の上、海津市市民 

プール指定管理者指定申請取下書（別記様式Ｊ）を郵便若しくは信書便又は持参により提 

出してください。 

   ＜連絡先・提出先＞ 

    〒５０３－０６９５ 

     海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

     海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

     電話番号 ０５８４－５３－１５３６ 
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第５ 指定管理者候補者の選定手続 

  １ 審査方法 

    （１） 海津市公の施設指定管理者選定委員会において、最も適合していると認められる

団体を当該プールの指定管理者候補団体（以下「候補団体」という。）として選定し

ます。 

なお、事前に市民生活部文化・スポーツ課において、書類審査を行い、申請書類あ   

るいはその内容に明らかに虚偽が認められたもの、募集の際に提示する市から支払

う経費を 超えた収支計画書を提出したもの等については、失格とします。 

候補団体は、市議会において議決を経た後に、指定管理者として正式に指定され

ますがその間に候補団体に事故等があった時には、選考されなかった申請者のうち

から新たに選考を行う場合があります。 

なお、市議会の議決が得られなかった場合及び否決された場合には、指定管理者 

として指定することはできないこととなります。この場合、候補団体はその損害賠償を 

市に対し請求することはできません。 

      ア 日時及び開催場所 

         １１月５日（木）海津市役所内会議室（詳細は通知します。） 

      イ 審査 

         海津市公の施設指定管理者選定委員会の審査は、次の流れにより行います。 

        (ア)  申請団体によるプレゼンテーション 

各申請団体が、制限時間１５分の範囲内において、委員に対するプレゼンテ 

ーションを行います。プレゼンテーションにおいて使用できる資料は、その申請 

団体が提出した申請書類及び当該申請書類の一部を拡大した説明用パネル 

に限られ、他の資料の提出又は提示、プレゼンテーション機器の使用等につい 

ては認めません。 

なお、プレゼンテーションの順序は、申請団体が申請書類を提出し、市が受け 

付けをした順とします。 

        (イ)  市及び委員からの質疑並びに申請団体の応答 

             市及び委員から申請団体に対して質疑を行い、申請団体の説明を求めます。 

この質疑応答の時間は、１申請団体当たり１５分を目途とします。 

 

２  審査基準 

     審査内容につきましては、次の基準により審査します。 

 

審査項目 審査の観点 配点 

施設管理の

基本方針 

・施設の設置目的を的確に理解した提案となっているか 

・施設の管理運営方針に適合した提案となっているか 
１０ 

類似施設の

管理実績 
・類似施設を管理した実績がどの程度認められるか ５ 
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利用者サー

ビスの向上

及び健康づ

くり交流機

能の充実 

・利用者サービスの向上が図られているか。 

・利用者の平等利用が確保されているか。 

・「地域の健康・交流拠点」としての新たな市民プールの 

あり方を具体的に示しているか 

・自主事業について、基本的な取組との区分を踏まえた具 

体的な内容が提案されているか。 

・利用者の増加につながる具体的な取組が示されている 

か。 

３０ 

施設の 

維持管理 

・施設の維持管理水準は、市の求める業務水準をどの程 

度上回っているか。 

・環境の保全について適正に配慮されているか。 

５ 

収支計画 

・指定管理用の提案金額の多寡はどうか。 

・経費の縮減に向けた具体的な取組が示されているか。 

・利用者の増加等による収入の確保・増加に向けた取組 

が示されているか。 

・事業計画と収支計画の整合性が確保されているか。 

・収支計画の内容が具体的かつ実現可能なものとなって 

いるか。 

１５ 

組織・体制 

・管理に当たる組織や人員体制は妥当であるか。 

・役割分担と責任体制は明確になっているか。 

・労働法令の遵守や雇用・労働条件への適切な配慮はな 

されているか。 

・施設を現在管理している団体の従業員の雇用について 

の考え方はどうか。 

・障がい者や高齢者の積極的な雇用に努めているか。 

１０ 

危機管理 

・利用者の安全確保対策は適切であるか。 

・事故・災害発生時の対応は適切であるか。 

・保険の加入計画は適切であるか。 

・個人情報保護や情報管理は適切であるか。 

１０ 

経営基盤 
・申請団体の財務状況はどうか。 

・申請団体に対する金融機関等の支援体制はどうか。 
５ 

地域連携 

・市内からの雇用に配慮されているか。 

・市、学校、社会福祉協議会、地域団体、民間事業者等と 

の連携について、具体的かつ実現可能な体制・取組が提 

案されているか。 

１０ 

合          計 １００ 
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３  指定管理者候補者の決定 

審査終了後、市は公の施設指定管理者選定委員会の委員長から審査結果の報告を 

受け、速やかに指定管理者候補者を決定し、すべての申請団体に対してそれぞれの審査 

結果を通知します。 

また、審査の結果は、海津市ホームページにおいて公表します。 

 

第６  指定管理者の指定及び協定締結に係る事項 

  １  指定管理者の指定 

   （１） 指定管理者の指定の議決 

市は、指定管理者候補者を指定管理者として指定するため、その指定に係る議案を

市議会へ提出し、指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称、指定管理者

となる団体の名称、指定の期間等について地方自治法第２４４条の２第６項の議決を

受けます。 

   （２） 指定管理者の指定 

        （１）の議決を受けた後、市は、速やかに指定管理者候補者に対して指定に係る通 

知を行います。 

 

 ２  協定の締結 

    指定管理者の指定後速やかに、市と指定管理者は、指定期間を通じた包括的事項に係 

る「基本協定」を締結するものとします。 

  また、年度ごとの指定管理料の額、事業計画等について、指定期間中の各年度、当該基本 

協定とは別に「年度協定」を締結するものとします。 

 

 

第７  公租公課の取扱い 

指定管理者は、法令の定めるところにより、所要の公租公課を負担しなければなりませ 

ん。このうち、国税及び地方税については、法人税、法人住民税及び法人事業税のほか、 

指定管理料に係る消費税及び地方消費税、事業所税などを負担しなければならないこと 

があります。具体的な取扱いについては、それぞれの業務を所管する官公署に確認してく 

ださい。 

 

第８  その他留意事項 

  １  指定管理者の指定の取り消し等 

     指定管理者が市の指示に従わないときその他指定管理者による管理を継続すること 

が適当でないと認めるときは、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により、市は指定

管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずる

ことがあります。 

 



 

 

17 

 

  ２  協定書に定めのない事項等の取扱い 

     締結した協定書に定めのない事項その他疑義の生じた事項については、市及び指定 

管理者の双方が誠意を持って協議するものとします。 

 

３  業務の引継ぎ 

     指定期間の終了又は指定管理者の指定の取消しにより、市又は次期指定管理者に管 

理の業務を引き継ぐ必要が生じたときは、その円滑な引継ぎに協力してください。 

  

４  施設の維持管理に係るモニタリング 

指定管理者による管理の適正を期するため、海津市公の施設モニタリング評価に関 

する実施要綱に基づくモニタリングに協力するものとする。 

また、「地域の健康・交流拠点」としての取組については、事業の実施状況だけでなく、 

利用者数、利用者層、各テーマの参加者数、利用者満足度、リピート利用、地域・関係 

機関との連携状況等の把握に努め、取組の効果を検証し、必要に応じて事業内容の改 

善を図るものとします。具体的な評価指標及び目標値については、応募者の提案を踏 

まえ、事業計画及び年度協定等において整理するものとします。 

 

第９  様式・添付資料 

 

  １ 様式 

    別記のとおり 

 

 ２ 添付資料 

（１） 海津市市民プール管理運営業務仕様書 

（２） 海津市市民プール業務実施基準 

（３） 海津市体育施設条例（現行） 

（４） 海津市体育施設条例施行規則（現行） 

（５） 海津市市民プール施設平面図 

（６） 海津市市民プール備品等一覧表 

（７） 現在の利用料金表 

（８） 過去５年度の利用状況 

（９） 過去５年度の収支状況 

 

第１０ 問い合わせ先 

     〒５０３－０６９５ 

     海津市海津町高須５１５ 海津市役所東館２階 

     海津市市民生活部文化・スポーツ課スポーツ推進係 

     電話番号          ０５８４－５３－１５３６ 
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     ファクシミリ番号    ０５８４－５３－１５６９ 

     電子メールアドレス  bunkasupotsu@city.kaizu.lg.jp 


